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一浜
野
町
内
会
体
育
祭
参
加
実
施
要
領
一

１
、
実
行
委
員
会
の
構
成
諸
団
体

町
内
会
役
員
、
町
会
長
、
婦
人
部
、
青
年

部
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
、

諏
訪
神
社
奉
賛
会
、
神
輿
愛
好
会
、
祭
囃
子

保
存
会
、
生
浜
西
小
学
校
浜
野
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

生
浜
小
学
校
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

（し
ら
さ
ぎ
会

・

わ
か
し
お
会

。
浜
南
会
）

２
、
開
催
場
所

生
浜
中
学
校
　
校
庭

３
、
開
催
日
時

■
月
３
日
（土
・祝
日
）
９
時
～
１６
時

★
雨
天
並
び
に
グ
ラ
ン
ド
不
良
の
場
合
は
中

止

（予
備
日
は
無
し
）

４
、
雨
天
等
に
よ
る
中
止
の
場
合
の
連
絡
体

制
①

実
行
委
員
長
よ
り
、
６
時
３０
分
に
各
区

長
及
び
各
諸
団
体
責
任
者

へ
連
絡
す
る
。

②

各
区
長
よ
り
町
会
長

へ
、
町
会
長
よ
り

町
会
員

へ
連
絡
す
る
。

③

諸
団
体
責
任
者
よ
り
、
会
員

へ
連
絡
す

ス

υ

。

５
、
競
技
種
目
の
参
加
選
手
に
つ
い
て

①

各
競
技
の
出
場
参
加
選
手
に
つ
い
て
、

得
点
競
技
で
名
簿
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を

除
き
、
参
加
者
に
つ
い
て
は
当
日
招
集
係

よ
り
依
頼

・
招
集
を
行
う
。

②

当
日
の
得
点
競
技
の
選
手
選
出
に
つ
い

て
、
各
町
会
長

・
神
輿
愛
好
会
会
員

・
地

区
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

・
老
人
会
役
員
に
お
か
れ

ま
し
て
は
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
本
日
の
会
議
終
了
後
に
、
青
年
部
が
中

心
と
な
り
他
関
係
者
と
の
打
合
世
を
行

っ
た
。

６
、
当
日
朝
の
段
取
り

①

集
合
時
間

①
町
内
会
役
員
及
び
第
２
区
町
会
長
は
浜

野
会
館
前
に
７
時
に
集
合

（★
但
し
、

グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
町
会
長
は
、
生
浜

中
学
校
に
）

②
ｌ
区

・
３
区
の
町
会
長
及
び
グ
リ
ー
ン

ス
テ
ー
ジ
町
会
長
、
並
び
に
町
会
長
で

は
な
い
実
行
委
員
は
、
生
浜
中
学
校
校

庭
に
７
時
３０
分
に
集
合

③
副
町
会
長
は
、
９
時
ま
で
に
生
浜
中
学

校
校
庭
に
集
合

②

当
日
、
浜
野
会
館
で
車
に
積
み
込
む
も

の
机
（９
ヶ
）、
座
卓
（６
ヶ
）、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
（５
枚
）
、
ご
ざ
（２４
ケ
）
、
太
鼓
、
什
器

テ
ン
ト
（町
内
会
２
張

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会
１
張
）
等
、
椅
子
（神
社
８０
ヶ
）
、
座
布

団
（神
社
３０
ヶ
）
（車
は
２
台
用
意
）

７
、
テ
ン
ト
の
設
営

敬
老
席
及
び
選
手
控
え
席
用
に
２
張
、
関

係
役
員
及
び
接
待
者
用
準
備
席
用
に
１
張
を
、

指
定
さ
れ
た
場
所
に
設
営
す
る
。

（★
２
ペ
ー
ジ
…
配
置
図
の
と
お
り
）

浜
野
町
内
会
体
育
祭
参
加
実
行
委
員
会
を
開
催

９
月
２９
日
（
土
）
１９
時
よ
り
浜
野
会
館
に
お
い
て
、
「
第
１７
回
生
浜
地
区

体
育
祭
参
加
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
雨
で
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
が
悪
＜
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
こ
そ
は
優
勝
奪
還
を
目
指
し
ま
す
。
今
年
も

「
応
援
団
」
を
結
成
し

優
勝
に
向
け
盛
り
上
が
り
ま
す
。
委
員
会
閉
会
後
は
浜
野
町
内
会
青
年
部

が
中
心
と
な
り
、
選
手
選
別
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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８
、
敬
老
者
接
待
及
び
昼
食
に
つ
い
て

①

敬
老
者
の
案
内
及
び
茶
菓
子

・
飲
み
物
の

接
待
に
つ
い
て
は
、
婦
人
部
が
行
う
。

②

弁
当
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
が
用
意
し
、
参

加
者
全
員
に
提
供
す
る
。

（★
豚
汁
は
無
し
）

９
、
当
日
の
応
援
に
つ
い
て

①

応
援
団
長
は
、
今
年
も
南
４
町
会
の
仲
村

鶴
美
さ
ん
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②

応
援
団
長
の
も
と
、
町
会
長

・
副
町
会
長

に
協
力
を
頂
き
、
出
場
選
手
を
応
援
す
る
。

１０
、
大
会
本
部
よ
り
の
注
意
事
項
Ｖ

Ｏ

会
場
内
は
、
禁
酒

・
禁
煙
と
す
る
。
（会

場
外
に
喫
煙
エ
リ
ア
を
設
け
る
。
）

②

競
技
場
内

（
ロ
ー
プ
内
）

に
入
つ
て
の
応
援
＝
旗
振
り

を
行
わ
な
い
よ
う
、
徹
底
す

フ〈υ
。

０

子
ど
も
た
ち
に
、
他
チ
ー

ム
ヘ
の
誹
謗
中
傷
は
さ
せ
な

い
よ
う
、
徹
底
す
る
。

④

テ
ン
ト
の
撒
収
は
、
開
会

式
終
了
後
に
行
う
こ
と
を
、

徹
底
す
る
。

１１
、
撤
収
及
び
反
省
会
に
つ
い

て
０

撤
収
は
、
閉
会
式
終
了
後

に
実
行
委
員
全
員
で
行
う
。

②

反
省
会
は
、
浜
野
会
館
で

実
行
委
員
及
び
諸
団
体
役
員

で
行
う
。

・２
ヽ
町
内
会
員
へ
の
広
報
及
び

案
内

①

来
賓

。
関
係
者
等

へ
の
案

内
状
は
、
町
内
会
役
員
が
実
施
す
る
。

②

町
会
員

へ
は
、
回
覧
報
及
び
広
報
掲
示
板

で
知
ら
せ
る
。

③

町
内
会
報
１１
月
号
に
実
施
要
領
を
、

１２
月

号
に
は
結
果
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

‐３
ヽ
そ
の
他

０

会
場
の
生
浜
中
学
校

へ
は
、
徒
歩
ま
た
は

自
転
車
利
用
と
し
、
自
家
用
車
で
の
来
場
は

厳
禁
と
す
る
。

（運
搬
用
に
予
め
指
定
し
た

車
両
を
除
く
）

②

主
催
者
が
加
入
す
る
保
険
の
範
囲
に
つ
い

て
は
、
体
育
祭
の
開
催
場
所
で
そ
の
時
間
帯

で
発
生
し
た
傷
害
等
が
対
象
と
な
る
。

第17回 グランド配置図

実行委員会役割分担表

役職、職務 担当内容 責 任 者 補  佐 担当団体

実行委員長 統括 秋葉 武

町内会役員

副実行委員長 統括補佐 菅 政司、岡本冨雄、石橋邦夫、一宮文夫

会  計 出納、決算 菅原哲彦 小河原ふみ子

受  付 受付 。返礼 菅原哲彦 石橋幹男

購買管理 弁当他購入品 小河原ふみ子 白井由美子

会場用具運搬
用具運搬
テント設営

菅 政司
岡本冨雄、石橋邦夫、
一宮文夫、松岡義明、
大健通夫

町会長

青年部

接  待 来賓・敬老者接待 白井由美子 婦人部

競技参加

選手選出、招集 坂倉カツ枝 細野和実 青年部・町会長
神輿愛好会
地区 P tt A
子供会・老人会

(子 ども )

佐々木未華、山田めぐみ、
稲場友実、内田瑞穂、齋藤弘子

応 援 団 応援団長 仲村鶴美 町会長・副町会長 婦人部
スポーツ振興会反 省 会 設営・後片付け 小河原δヽみ子 自井由美子
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平成30年 70ロ ワ日《日)

浜野諏議神社1欲摯‐栞ネb賑い に1奇われる
二 子供神興・ 親神興が田肉を渡御 二

・取
悸
薄
場
神
■
一奈
■
・

神
社
奉
賛
会

・
浜
野
町
内
会
主

催

の
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
は
平
成

３０
年
１０
月
６
日
（土
）
に
宵
祭
り
の

奉
納
演
芸
、

７
日
（
日
）
は
本
祭
り

で
親
神
輿
、
子
供
神
輿
の
渡
御
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
台
風
２４
号
の
接
近
で
舞

台
建
て
が
取
り
止
め
に
な
り
、
奉

納
演
芸
は
浜
野
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
が
、
祭
礼
当
日
に
は
台
風
２５
号

が
東
北
地
方
に
通
り
抜
け
、
台
風

一
過
で
絶
好

の
祭
り
日
和
と
な
り

ま
し
た
が
、
気
温
が
上
が
り
熱
中

症
が
気
に
な
る

一
日
と
な
り
ま
し

た
。

６
日
１７
時
４０
分
に
御
霊
入
れ

の

神
儀
が
執
り
行
わ
れ
親
神
輿
は
御

仮
屋
に
移
さ
れ
７
日
の
渡
御
を
静

か
に
待
ち
ま
し
た
。

午
後
は
２
区

。
３
区

の
田
町
町

会
を
出
て
旭
町

・
駅
通
り

・
南
２

・

北

一
。
仲
東
町
会

。
そ
し
て
柳
町

を
渡
御
。
渡
御
時
間
は
予
定
よ
り

遅
れ
も
し
ま
し
た
が
、
無
事
渡
御

官
だ
ｔ

・
渡

御

７
日
（
日
）
９
時
に
安
全
な
渡
御

を
祈
念
し
神
儀
を
済
ま
し
た
親
神

輿
、
子
供
神
輿
は
予
定
通
り
宮
出

し
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
親
神
輿
は
ト
ラ
ッ
ク
、

担
ぎ
手
は
バ
ス
を
利
用
し
主
に

一

区
を
渡
御
し
今
年
は
初
め
て
グ
リ
ー

ン
ス
テ
ー
ジ
町
会

へ
の
渡
御
を
行

い
ま
し
た
。
各
町
会

の
休
憩
所
で

は
大

い
に
も
て
な
し
さ
れ
、
楽
し

い
渡
御
が
出
来
ま
し
た
。

で
き
ま
し
た
。
各
町
会
で
の
御
仮

所

（休
憩
所
）

で
は
嗜
好
を
凝
ら

し
た
も
て
な
し
を
頂
き
、
元
気
な

渡
御
が
で
き
ま
し
た
。

官

・
入

午
後
６
時
２０
分
、
柳
町
会
で
提

灯
に
灯
り
が
入
れ
ら
れ
、
神
輿
が

宮
入
り
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
各

町
会
は
高
張
り
提
灯
を
掲
げ
宮
入

り
を
見
守
り
か

つ
ぎ
手
も
、
最
後

ま
で
精

一
杯
担
ぎ
通
し
ま
し
た
。

今
年
も
お
蔭
様
で
無
事
に
祭
事

を
済
ま
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
実

行
委
員

・
各
町
会

・
各
種
団
体

の

皆
さ
ん
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。
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祭
前
夜
の
６
日
午
後
６
時
３０
分
奉

納
演
芸
が
開
演
、
今
年
は
台
風
の
影

響
で
舞
台
が
た
て
ら
れ
ず
、
浜
野
会

館
で
の
開
演
と
な

っ
た
。
会
場
が
変

わ
り
準
備
が
あ
わ
た
だ
し
く
な

っ
た

が
、
委
員
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
開

演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
主
演
者
と
プ

ロ
歌

手
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
恒
例
と
な
り
ま
し
た
豪
華
景

品
が
当
た
る
く
じ
引
き
を
行
い
終
演

と
な
り
ま
し
た
。

奉
賛
会
　
石
橋
会
長
挨
拶

1漠1暮|

|で,ぼ|

1層

=|

|と|

||IJ:i:ill

lり ||

|‐今後■
～

21ケ月―の会議1行事|の予定|

(1)第 4回 町会長会議の開催

日 時 :平成30年10月 27日 (土)19時～

場 所 :浜野会館大ホール

★第 1区の町会長は、18時 40分に集合を

お願いします。

(2)第 5回町会長会議の開催

日 時 :平成30年 12月 1日 (土)19時～

場 所 :浜野会館大ホール

★第 2区の町会長は、18時 40分に集合を

お願いします。

(3)年末「町内一斉清掃」の実施

日 時 :平成30年12月 2日 (日 )8時～

場 所 :各町会の指定場所

‐市に申請 した「 防鳥ネツ ト」
|||「ほう.き■|ち り取」について ‐

|

浜野町内会で|ま、「防鳥ネット50枚」「ほうき・ち

り取50セ ット」を市に申請しておりましたが、結果

として各 lヶづつの授受に留まりました。それ故、

今回は、町内会 (生活環境部)で緊急用として備蓄し

たいと考えます。よって、防鳥ネット やほうき ち

り取で交換が必要な場合は、各町会の在庫若し<は
新規購入により対応頂きますようお願いします。市

からの支援が可能と期待を抱かせご迷惑をおかけし

ましたが、ご理解の程よろし<お願い致します。

■|■■「七五三」は■■■
■地元の神社「 浜野諏訪神社」|で ‐

■ |・ ご祈
‐
祷下さい:|■ ■‐■|

七五三は一般に男児は3歳と5歳、女児は3
歳と7歳で、神社に参詣し子供の成長を感謝し、

幸せを祈る行事です。

日日寺 :11月 11日 (日 )午前 10時～午後 3時

諏訪神社 :拝殿

神主代行 :「奉賛会役員」による御祓い、ご祈祷を

行います。

料 :金 3,O00円 (写真代含む)

品 :千歳飴、神社お守り、七五三お守、

七五三紙風船

申込みは11月 6日 (火)までにお子様の氏名、性別、

年齢等

下記役員までお申し込み下さい。

(希望の時間で、お早めにお申込み<ださい。)

石 橋 幹 男 (会長)  268-5270
平 野 昭 彦 (副会長) 261-3060
宮 崎   正 (副会長) 268-0522
石 原 康 郎 (広報)  261-0684
または、お近くの神社世話人までお連絡下さい。

穂

与

初

授
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